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平成 27 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想並びに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 26 年５月 13 日に公表いたしました平成 27 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 26 年４

月１日～平成 26 年９月 30 日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいた

します。また、最近の業績の動向を踏まえ、平成 27 年３月期通期（平成 26 年４月１日～平成 27

年３月 31 日）の業績予想及び配当予想を修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．第２四半期業績予想と実績の差異及び通期業績予想の修正について 

（１）平成 27 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績の差異 

（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
四 半 期 

純 利 益 

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

20,000

百万円

1,500

百万円

1,550

百万円 

950 

円 銭

8.14

今 回 実 績 （ Ｂ ） 20,871 2,461 2,443 1,433 12.29

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 871 961 893 483 

増  減  率 （  ％  ） 4.4 64.1 57.6 50.9 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年３月期第２四半期) 
19,091 1,456 1,501 811 6.95

 

 

 



（２）平成 27 年３月期通期連結業績予想の修正 

（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
当 期 

純 利 益 

１株当たり

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

41,700

百万円

3,500

百万円

3,600

百万円 

2,100 

円 銭

18.00

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 42,200 4,500 4,550 2,500 21.43

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 500 1,000 950 400 

増  減  率 （  ％  ） 1.2 28.6 26.4 19.0 

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年３月期) 
39,313 2,981 3,037 1,770 15.18

 

（３）業績予想の差異及び修正の理由 

研磨材事業において、半導体デバイス用途および一般工業用途の受注が期初の予想を上回り拡

大・回復したこと等により、当第２四半期連結累計期間の当社グループの業績は期初の予想に比べ

て大幅な増益となりました。この結果を踏まえ、平成 26 年５月 13 日に公表した通期の業績予想

を修正しております。なお、第３四半期以降については概ね期初の予想通りといたしております。 

この業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいて作成しておりますが、実際の数値は今後様々

な要因により予想と異なる可能性があります。 

 

２．配当予想の修正について 

（１）配当予想 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 

（平成 26 年５月 13 日発表） 

円 銭

―

円 銭

0.00

円 銭

―

円 銭 

5.00 

円 銭

5.00

今回修正予想 ― 0.00 ― 6.00 6.00

当期実績 ― 0.00 ―  

前期実績 

（平成 26 年３月期） 
― 0.00 ― 5.00 5.00

 



（２）配当予想修正の理由 

当社は、株主の皆さまへの利益還元を経営の最重要課題の一つとして位置づけ、利益配分につき

ましては経営環境や業績動向等を総合的に勘案し、長期安定的にかつ業績に対応した配当を実施し

てまいりたいと考えております。 

当期の業績については、研磨材事業において受注が拡大・回復したこと等により、期初の業績予

想を上回る見込みとなりました。 

これらを踏まえ、当期の期末配当予想を１株当たり５円から６円に修正させていただきます。 

 

以上 

 

 

 


